
財務諸表に対する注記

1.継続企業の前提に関する事項
　　　　該当事項はありません。

2.重要な会計方針
 （1）有価証券の評価基準評価方法
 　　満期保有目的の債券……償却原価法（定額法）によっている。
 （2）固定資産の減価償却の方法
 　　器具備品及びソフトウェア……定額法によっている。
 （3）消費税等の会計処理
 　　消費税等の会計処理は，税込方式によっている。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は，次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
投資有価証券 49,268,588 41,794 49,310,382

小　　　計 49,268,588 41,794 49,310,382
特定資産
投資有価証券 500,639,668 137,391 500,777,059
助成事業引当資産 26,004,010 26,004,010
特定資産定期預金 10,000,000 10,000,000

小　　　計 536,643,678 137,391 536,781,069
合　　　計 585,912,266 179,185 586,091,451

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は，次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 当期末残高 （うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
投資有価証券 49,310,382 ( 49,310,382) ( 　　　　　　0) （        -）

小　　　計 49,310,382 ( 49,310,382) ( 　　　　　　0) （        -）
特定資産
投資有価証券 500,777,059 (498,777,059) (2,000,000) （        -）
助成事業引当資産 26,004,010 ( 26,004,010) ( 　　　　　　0) （        -）
特定定期預金 10,000,000 ( 10,000,000) ( 　　　　　　0) （        -）

小　　　計 536,781,069 (534,781,069) (2,000,000) （        -）
合　　　計 586,091,451 (584,091,451) (2,000,000) （        -）



５．固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高
　　固定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高は，次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 取 得 価 額 減価償却累計額 当期末残高

メダル刻印原型 300,000 299,999 1
ソフトウェア 386,400 283,360 103,040

合　　　計 686,400 583,359 103,041

６．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額，時価及び評価損益
　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額，時価及び評価損益は，次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 帳簿価額 時　　価 評価損益

第122回20年国債 49,310,382 54,535,000 5,224,618
第483回関西電力社債 99,853,836 101,790,000 1,936,164
第34回三菱東京ＵＦＪ銀行社債 100,000,000 101,703,000 1,703,000
日本生命2011基金社債 2,000,000 2,026,000 26,000
第25回三菱東京UFJ銀行社債（劣後特約付） 99,762,961 104,926,000 5,163,039
第61回利付国債（20年） 99,441,734 103,840,000 4,398,266
第120回利付国債（20年） 99,718,528 106,368,000 6,649,472

合　　　計 550,087,441 575,188,000 25,100,559

７．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は，次のとおりである。

（単位：円）

内　　　容 金　　　額

基本財産運用益の振替額 900,000
特定資産運用益の振替額 6,184,707

合　　　計 7,084,707


